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（１バーツ＝約３．１円） 

タイ国家経済社会開発庁（ＮＥＳＤＢ）は２００８年第２・四半期（４～６月）の実質国内総生産成長率（ＧＤＰ、速

報値）を５．３％と発表しました。今年第１・四半期の６．１％から減速しました。インフレ圧力が大きく増大しており、

国内需要の鈍化が挙げられます。しかしながら、輸出は引き続き高い伸びを示し、経済成長を押し上げました。 
 

内需については、石油価格と食品価格が大きく上昇したことを受け、今年第２・四半期の一般消費者物価指数   
（ＣＰＩ）上昇率は前四半期の５．０％から７．５％となりました。個人消費伸び率は２．６％から２．４％に低下しました。

資本形成に関する総投資は同５．４％から１．９％に伸び率が鈍化しました。うち民間投資は６．５％から４．３％に、

公共部門は２．０％からマイナス５．２％と減少しました。これは建材価格の上昇で政府が資材調達を先延ばしした

ことが背景にあります。 
 
部門別の生産伸び率は、燃料作物やコメの価格上昇、食品輸出の拡大が成長を促したことにより、農林水産

業が引き続き好調に推移し６．５％に伸びました。農林水産業以外の部門の伸びは５．２％となりました。製造業は

８．０％に低下しました。金融やホテル・レストラン業も成長率を下げました。 
 

対外部門では上向いています。輸出額は前四半期と比べ２６．３％増加しました。特に自動車・同部品、コンピ

ューター・同部品、電機・同部品は好調です。また輸入額は同２９．３％増と減速しました。この結果、この四半期

の貿易収支は４億２，５００万米ドルとなり黒字に転じました。今年第２・四半期の対米ドル・バーツ相場は平均１米

ドル＝３２．２８バーツとなり前四半期比と前年同期比それぞれ０．３２％、６．８１％ドル安バーツ高となっておりま

す。 
 
ＮＥＳＤＢは２００８年のＧＤＰ成長率見通しを５．２％（２００８年２月当初の見通しでは４．５～５．５％）、インフレ率

６．５％～７．０％と予測しました。 
 
【産業別ＧＤＰ伸び率】          （前年同期比増減％、速報値） 

 2007年 2007年 2008年 

 通年 第1・四半期 第2・四半期 第3・四半期 第4・四半期 第1・四半期 第2・四半期 

農林水産業 3.9 3.8 7.5 1.7 3.1 3.5 6.5 

農林水産業以外 4.8 4.2 4.0 5.0 6.1 6.4 5.2 

  製造業 5.7 4.6 4.5 5.7 8.0 9.9 8.0 

  建設 2.1 0.5 1.7 1.4 5.2 1.1 -3.9 

  ホテル・レストラン 5.0 6.2 3.5 3.0 7.2 8.3 5.0 

  運輸・通信 6.0 6.1 6.0 5.9 6.2 6.0 4.0 

  金融 5.7 0.6 4.7 8.5 8.7 9.6 8.9 

国内総生産（ＧＤＰ） 4.8 4.2 4.3 4.8 5.7 6.1 5.3 

 


